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令和 5 年度 地域文化活性化助成 活動成果概要 

 

団体名・個人名 いしばしコモンズ 

活動名称 いしばしコモンズプロジェクト 

活動内容 

石橋地域の文化資源について、公募で集った受講生の専門性や独自の

視点を活かして個人及び共同で調査を行い、その文化資源を現代に活

かす創造的な手法を探求する。今年度は「暮らすってなんだろう?」

をテーマに、講師によるレクチャーや受講生同士、また地域住民との 

対話等から研究調査を行う。令和 6 年 3 月には、受講生が立案した

企画のプレゼンテーションと、講師とゲストからの講評及びシンポジ

ウムを予定し、多くの方々と得られた知見を共有する。 

 

講師にはものづくりを通して暮らしを豊かにすることを目指す graf

より合田知代氏[建築]と、演劇の知見から過疎集落の民俗芸能の復活/

継承を担い、現代に通じる暮らしを提案する武田力氏[芸術]、また、

石橋商店街にて自然食レストランばんまいを展開する山田久氏[食]

を、それぞれに専門性をもちながら、いずれも文化に通じる方々をお

呼びし展開する。人が出会う結束点として育まれてきた石橋の文化と

繋がる「これからの暮らし」を各受講生が企画、発表するプロセス

は、地域住民にとっても足元の文化資源を再発見・再認識する学びの

機会となるだろう。 

 

活動のコンセプ

ト・ねらい 

中小企業庁が令和 3 年度の商店街実態調査で示すとおり、商店街の約

9 割が新型コロナウイルスの影響を受け、およそ半数が空き店舗の更

なる増加と今後の商店街の衰退を見込んでいる。現況は苦しいが、古

来より培われてきた石橋の文化資源を調査し、次代を担う受講生たち

がその調査を踏まえた企画を提案することは、石橋という環境の独自

性に紐づき、それを未来へと繋ぐ行為である。 

 

また、本スクールにおいては、受講生のみの学びに完結するのではな

く、地域文化の調査研究の際や交流機会の創出など、住民が受講生の

企画立案のプロセスに並走し、受講生と住民とが互恵的かつ主体的に

地域活性化のあり方を見出せるようプログラムする。 

 

2 多様化が進んだ現代社会では、より多角的な視座から土地の暮らし

を捉え直していく必要があり、それが新たな相互扶助や地域活性化へ

と繋がっていくだろう。石橋地域に限ることなく受講生を広く公募
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し、「外」からの視点で地域に新たな可能性を見出していく。当スク

ールが継続していくうちに、実現へと至る企画も出てくるだろう。石

橋地域の文化資源を土壌とした企画が、時を経て地域の魅力として萌

芽していく本スクールはいわば「種まき」である。 

 

商店街は元々その土地の歴史や環境に応じた個性を必然的に有してい

たが、流行り廃りの早い現代に、人間が生きるに必要な文化に収斂さ

れる専門性をもった講師陣や石橋で暮らしを営んできた住民ととも

に、この土地の魅力を認識・発見、共有し、その個性を次世代ととも

に発信していく。 

 

活

動

実

績 

毎月、最低 5 つ、多いときは 10 程度のイベント、企画を実施した。年間通じて、

100 程度の企画が実施された。 

 

毎週の不登校児のための居場所つくりのような 2～4 名の小さな企画から、翻訳

文学の朗読イベントのような 15 名程度が参加する中程度の企画、商店街全体が

関わるお祭りの手伝いのような、スタッフだけで 20 名以上になるような大きな

企画まで、大小様々な企画を実施した。 

 

講師として関わってもらった Graf さんとのコラボでは、「ものづくり」を中心

に、事務所の見学やコンセプトの作り方についてのレクチャーを行ってもらった

り、実際に自分の手で作品を制作してみるワークショップを実施した。 

 

武田さんとのコラボでは、「アート」を中心にすえて、武田さんが中心となって

企画するアートイベントの参加や、石橋の外に飛び出して、街に拠点を置きなが

ら様々なアート活動を行う此花区の取組を見学するなどして、少しずつ「アート」

と自分たちの距離、アートと社会の関係について考える機会を持った。最終的に

は、自分たちなりに「アート」をイベントの形で企画、発表した。 

 

食に関するプロジェクトでは、山田さんだけでなく、地域で食を通じた啓発活動

を行う市民の協力を得て、日本食についてのレクチャーや、実際に料理を通じて

理解を深めるワークショップを実施した。また、海外に滞在していたアーティス

トに、現地で得た知見について料理を通じて講義してもらう企画も実施した。 

 

ものづくり、アート、食、それぞれの視点から多様なイベントを実施することが

できた。イベントについては Facebook を中心に広報、報告を行い、地域内外の

市民に関心を持ってもらえるよう努めた。 

（https://www.facebook.com/atelier.honey/） 



10 

 

事

業

の

成

果

・

効

果 

今回の助成金を活用することによって、外部の協力者を巻き込みながら、多数の

イベントを実施することができ、それらのイベントに大人から子供まで、また地

域内外の幅広い人々に参加してもらうことができたことは直接的に街のにぎわい

に貢献し、「成果」と呼ぶことができると思います。 

 

一方で、もう少し長期的な視点で今後の石橋地域の活動について展開していくこ

とを考慮すると、石橋地域で活動するメンバーにとって以下のような 3 点の効果

があったと考えています。 

 

＊＊＊＊＊＊＊ 

1 つは、かつて（2009～2015 年頃）大阪大学との協力関係によって、従来の

商業活性、地域活性化とは異なった形で成立していた「遊びながら知らず知らず

のうちに学ぶ」スタイル（構え）をどのように石橋地域に再導入するかの輪郭を

発見すること。 

 

もう 1 つは、上記のような「構え」を再導入にあたって、「アート」と呼ばれる

活動がどのような働きを担うのか考える機会を、アーティストと呼ばれる方々と

の交流を通じて持てたこと。 

 

最後に、今年度の事業を通じてこれまでにない石橋地域外とのつながりが生まれ、

来年度以降のリサーチプロジェクトが動きだすきっかけになったこと。 

＊＊＊＊＊＊＊ 

 

いしばしコモンズの企画者である菱田が石橋で活動することになったきっかけ

は、2010 年代に大阪大学で行われていた「コミュニケーションデザイン」の活

動が背景にあります。 

 

コミュニケーションデザインとは「専門家的知識を持つ者と持たない者、利害や

立場の異なる人びと、そのあいだをつなぐコミュニケーション回路を構想・設計

すること」と定義された活動で、その中でも「社学連携」は、対話的コミュニケ

ーションを基盤とした様々な「社会の中で学ぶ」プロジェクトが実施されていま

した。 

 

残念ながらそのスタイルは失われてしまいましたが、今年度の活動において、当

時の関与者にも多く「いしばしコモンズプロジェクト」に関わってもらうことが

できました。その関わりを通じて、社会における「アート」活動の持つ可能性を

プロジェクトの参加者と一緒に考え、具体的なイベントの形として実施できまし

た。 
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その結果、当時の活動を今の時代背景や社会状況に合わせて「再導入」する意義

があることを確信するに至りました。この「確信」は、今後の石橋での活動の方

向性を定めるにあたって基盤となるものであり、その意味で、今年度の助成事業

は大きな発見をもたらしました。 

 

今

後

の

展

開 

上記でのべたように、今後は「コミュニケーションデザイン」の視点や、過去の

活動の蓄積を参照、活用することが重要になってくると考えます。 

 

そのため、当時、石橋地域で活動していて、その後、様々な社会課題に関わって

いる「卒業生」とのネットワークを強化すること、ネットワークを通じて得られ

た知見を「企画」の形で石橋地域で可視化し、その企画に地域内外の市民を巻き

込んでいくことを計画しています。 

 

広い意味で、大阪大学を中心に、助成を通じて出会った様々な機関のリソースを

活かしながら「教育」の役割を担うことを目標にしていきます。 

 

 

以下、活動内容のわかる写真等を添付してください。 
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(各種イベントのチラシ) 
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(「NOTE」を通じた発信、日本語/英語による記事作成。一部抜粋） 
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（FACEBOOK ページを通じた発信。「NOTE」に比べて、よりリアルタイムの情報発信） 
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（以 上） 

 


